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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月16日(2009.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と複数の加入者装置の間でタイムスロットにおいて情報を通信する方法であって
、
　複数の符号分割二重化コードを第１及び第２のサブセットに分離するステップ、
　前記タイムスロットのうちの第１のタイムスロットについて、前記複数の符号分割二重
化コードのうちの前記第１のサブセットを前記加入者装置と前記基地局の間のアップリン
クに、前記複数の符号分割二重化コードのうちの前記第２のサブセットを前記基地局と前
記加入者装置の間のダウンリンクに割り当てるステップ、
　前記基地局において、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第１のサブセ
ットを用いて、前記加入者装置の１以上から前記第１のタイムスロットにおいて通信を受
信するステップ、
　前記基地局から、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第２のサブセット
を用いて、前記加入者装置の１以上に前記第１のタイムスロットにおいて通信を送信する
ステップ、及び
　前記タイムスロットの１以上の後続タイムスロットの各々について、前記分離するステ
ップ、割り当てるステップ、受信するステップ及び送信するステップを繰り返すステップ
からなり、前記後続タイムスロットの少なくとも１つについての前記符号分割二重化コー
ドから前記第１及び第２のサブセットのコードへの分離態様が前記第１のタイムスロット
についてのものと異なる、方法。
【請求項２】
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　請求項１の方法において、前記複数の符号分割二重化コードが、前記第１及び第２のサ
ブセットに分離される合計Ｎ個のコードからなり、さらに、前記Ｎ個のコードから前記第
１及び第２のサブセットへの分離について異なる分離態様が複数の前記後続のタイムスロ
ットの各々について使用される、方法。
【請求項３】
　請求項１の方法において、前記加入者装置の少なくとも１つが、ある時点で電子的に操
作されたビームからなる前記基地局からの所与のアンテナビームに対応付けられる、方法
。
【請求項４】
　請求項３の方法において、前記アンテナビームが、ある時点で前記複数の加入者装置の
うちの少なくともｎ個について同時カバレッジを与えるのに充分な幅を有し、ｎは２以上
である、方法。
【請求項５】
　通信システムにおいて使用される装置であって、
　複数の加入者装置とタイムスロットにおいて通信するように動作する基地局を備え、
　前記基地局が、複数の符号分割二重化コードを第１及び第２のサブセットに分離し、前
記タイムスロットのうちの第１のタイムスロットについて、前記複数の符号分割二重化コ
ードのうちの前記第１のサブセットを前記加入者装置と前記基地局の間のアップリンクに
、前記複数の符号分割二重化コードのうちの前記第２のサブセットを前記基地局と前記加
入者装置の間のダウンリンクに割り当てるように構成され、
　前記基地局は、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第１のサブセットを
用いて、前記加入者装置の１以上から前記第１のタイムスロットにおいて通信を受信する
ものであり、
　前記基地局は、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第２のサブセットを
用いて、前記加入者装置の１以上に前記第１のタイムスロットにおいて通信を送信するも
のであり、
　前記基地局が、前記タイムスロットの１以上の後続タイムスロットの各々について、前
記分離、割り当て、受信及び送信の動作を繰り返すように構成され、前記後続タイムスロ
ットの少なくとも１つについての前記符号分割二重化コードから前記第１及び第２のサブ
セットのコードへの分離態様が前記第１のタイムスロットについてのものと異なる装置。
【請求項６】
　請求項５の装置において、前記基地局が固定無線ループシステムの基地局である装置。
【請求項７】
　請求項５の装置において、前記複数の符号分割二重化コードが、前記第１及び第２のサ
ブセットに分離される合計Ｎ個のコードからなり、さらに、前記Ｎ個のコードから前記第
１及び第２のサブセットへの分離について異なる分離態様が複数の前記後続のタイムスロ
ットの各々について使用される、装置。
【請求項８】
　請求項５の装置において、前記加入者装置の少なくとも１つが、ある時点で電子的に操
作されたビームからなる前記基地局からの所与のアンテナビームに対応付けられている、
装置。
【請求項９】
　請求項８の装置において、前記アンテナビームが、ある時点で前記複数の加入者装置の
うちの少なくともｎ個について同時カバレッジを与えるのに充分な幅を有し、ｎは２以上
である、装置。
【請求項１０】
　通信システムであって、
　複数の加入者装置、及び
　前記複数の加入者装置とタイムスロットにおいて通信するように動作する基地局
からなり、
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　前記基地局が、複数の符号分割二重化コードを第１及び第２のサブセットに分離し、前
記タイムスロットのうちの第１のタイムスロットについて、前記複数の符号分割二重化コ
ードのうちの前記第１のサブセットを前記加入者装置と前記基地局の間のアップリンクに
、前記複数の符号分割二重化コードのうちの前記第２のサブセットを前記基地局と前記加
入者装置の間のダウンリンクに割り当てるように構成され、
　前記基地局は、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第１のサブセットを
用いて、前記加入者装置の１以上から前記第１のタイムスロットにおいて通信を受信する
ものであり、
　前記基地局は、前記符号分割二重化コードのうちの割り当てられた第２のサブセットを
用いて、前記加入者装置の１以上に前記第１のタイムスロットにおいて通信を送信するも
のであり、
　前記基地局が、前記タイムスロットの１以上の後続タイムスロットの各々について、前
記分離、割り当て、受信及び送信の動作を繰り返すように構成され、前記後続タイムスロ
ットの少なくとも１つについての前記符号分割二重化コードから前記第１及び第２のサブ
セットのコードへの分離態様が前記第１のタイムスロットについてのものと異なるシステ
ム。
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